
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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　核家族化に伴う一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦のみの世帯の増加などによる家族内の支え合いの低下や、社会構造・住民意識の変
化による地域でのつながりの希薄化が指摘され、虐待、孤立死（孤独死）などが社会問題化するなど、地域の課題は複雑化、多様化してい
る。福祉関係団体のみならず、障害のある人もない人も、また子どもから大人までの多くの地域住民が地域の課題を解決するために、知恵
を出し合い、力を結集させる仕組みづくり、そして市民活動団体や企業、学校、行政など、地域内外の様々な主体と連携・協働した取組が
求められている。
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート
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地域の中で誰もが互いに支え合う仕組みがある
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 「身近な地域の問題を地域内で話し合っていると思う人の割合」は、目標に向かって、順調に推移し
ている。
　一方、「地域活動の運営に参加している人の割合」は、共働きの増加や定年延長などで参加しにくい
要因が大きくなる中、平成２６年度をピークに減少に転じており、目標値の達成には難しい状況にある
ため、現状評価は停滞とする。

身近な地域内の問題を地域内で話し合っていると思う人の割合（％）

地域活動の運営に参加している人の割合（％）

民生児童委員協議会補助事業 ふれあいクラブ活動支援事業

目標値

5年後

10年後
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長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

身体障害者団体等補助事業

老人クラブ補助事業保護司会・更生保護女性会補助事業

社会福祉協議会補助事業 娯楽大会等委託事業

赤十字奉仕団補助事業 三世代交流事業

友愛訪問活動委託事業

保育園園庭開放事業

見守りネットワーク補助事業

福祉バス運行事業

避難行動要支援者支援事業

災害時要援護者支援事業

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

子ども会育成事業

地域住民やボランティアにより地域
活動が活性化している

地域の中で誰もが支え合う雰囲気
や人間関係ができている

障害児親の会補助事業 地域組織(母親クラブ)活動費補助事業

敬老会委託事業

停滞

評価

　長期成果は、地域の中の「個人的な関係づくり」・「組織的な関係づくり」に分けており、モレなくダブりなく設定されている。
　子育て世帯の共働き増加等により、若年層の地域活動に参加する人数が減少しており、団体の役員のなり手がないなど既存
団体の活動が先細りの状況にある反面、増加する高齢者の活躍の場は広がっており、既存事業のさらなる周知とともに、住民
主体のゆるやかな新たな交流の場が必要とされている。

次年度の
改善計画

　今後も各事業、各団体のPRをより一層行い参加を促していくとともに、住民が自ら主体となってゆるやかに交流する場を拡大
していく。

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

市民からみた計画の進捗状況

・Ａ判定（改善傾向）

・Ｂ判定（停滞）

・Ｃ判定（悪化傾向）

評価がＢ・Ｃの場

15％ 65％ 20％

Ａ Ｂ Ｃ


